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額
の
借
財
の
よ
う
な
重
要
事
項
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す
る
取
締
役
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の
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訴
訟
終
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言
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・
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一
九
世
紀
中
期
・
ド
イ
ツ
普
通
法
学
に
お
け
る
法
諺

　
《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
い
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》
に
つ
い
て

　
ー
キ
ー
ル
ル
フ
の
反
論
と
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
の
検
討
を
中
心
と
し
て
ー

「
人
」
の
始
期
に
つ
い
て
・

　
1
「
独
立
生
存
可
能
性
説
」
再
論
ー
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唆
犯
の
故
意
と
錯
誤
を
め
ぐ
っ
て
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…
…
…
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イ
ギ
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の
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体
組
織
法
と
刑
事
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わ
ゆ
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盗
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を
中
心
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ー

イ
ギ
リ
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学
の
成
立
と
展
開
…
…
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1
三
人
の
大
陸
系
巨
匠
の
貢
献
ー

ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
治
療
処
遇
の
展
開
と
課
題
…
…
…

　
ー
ド
イ
ツ
行
刑
施
設
等
の
参
観
か
ら
見
え
る
も
の
1

地
域
社
会
を
基
盤
と
す
る
非
行
防
止
活
動
の
効
果
に
つ
い
て
：
…
　
　
…
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ー
社
会
参
加
活
動
を
中
心
に
ー

マ
ス
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
集
団
へ
の
暴
力
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被
害
へ
の
精
神
的
支
援
…
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…
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道
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三
八
九
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二
〇
〇
〇
年
「
少
年
法
改
正
」
を
め
ぐ
る
新
聞
報
道
と
世
論
形
成
…

　
ー
新
聞
報
道
の
熟
慮
誘
発
機
能
の
視
点
か
ら
ー

台
湾
に
お
け
る
取
調
べ
規
制
及
び
関
連
供
述
の
評
価
・
…
…

ソ
フ
ト
ロ
ー
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
問
題
点
…
：

　
1
異
状
死
と
S
I
D
S
に
関
連
し
て
1

診
療
録
と
医
療
の
質
…
：

犯
罪
被
害
者
の
法
的
地
位
…
…

　
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
被
害
者
弁
護
人
制
度
を
中
心
に
1

暴
力
犯
罪
者
・
性
犯
罪
者
の
再
犯
リ
ス
ク
評
価
に
関
す
る
ス
イ
ス
の
議
論
状
況
－

競
争
法
の
域
外
適
用
に
伴
う
国
際
的
執
行
の
現
代
的
課
題
…
：

　
ー
管
轄
権
の
抵
触
と
そ
の
調
整
原
理
と
し
て
の
国
際
礼
譲
の
規
範
化
1
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小

川
恒
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：
四
蓋

：
黄
　
朝
義
：

：
澤
口
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子
：

：
岡

：
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聖
五

四
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村
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弘
：
四
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一

野
恵
美
：
吾
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馬
幸
｝
：
垂
七

永
大
輔
：
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奎
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久
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歴
・
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要
業
績
：

五
九
五
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